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こんなの出ました！
（橋状把手付壺型土器、村上市上野遺跡）
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　丘江遺跡と山崎遺跡は柏崎市に所在する遺跡で
す。鯖

さば

石
いしがわ

川左岸の沖
ちゅうせき

積扇
せんじょうち

状地の扇
せんたん

端に立地し、標
高は６～７ｍです。発掘調査は国道８号柏崎バイ
パスの建設に伴い実施しています。丘江遺跡は、
国道252号から南北750ｍに広がっています。2014
年から実施した発掘調査では、南側の微高地に鎌
倉～室町時代、安土桃山時代の集落域が形成され
建物・井戸など多くの遺構が見つかり、北側の低
地は水田域で当時の水田区画が見つかっていま
す。2021年度の調査では畦

けい

畔
はん

下から全国２例目の
「金箔が押された木製塔婆」が出土しました。水
田域側は遺構が複数面あり、下層面で弥生時代後
期の遺構と重複しています。
　2024年度の第12次調査は、水田域側の市道範囲
を調査しました。上・中層面は、鎌倉～室町時代、
安土桃山時代の2018～2019年度調査で確認してい
た畦畔・溝の続きが見つかりました。遺物は少量
ですが、唐

からつ

津焼
やき

、瀬
せ と

戸美
み の

濃焼
やき

、珠
す ず

洲焼
やき

の土器・陶
磁器、銅製の金具が出土しています。
　下層面は、鎌倉時代以降の水田開発で削平され
残存状況が良くありませんでしたが、弥生時代後
期の竪

たてあな

穴建
たてもの

物２棟、平
へいち

地建
たてもの

物４棟を確認しました。
建物群は、２筋の川の間の低地に築かれています。
川からは集落から廃棄された甕

かめ

・壺
つぼ

・器
き

台
だい

・高
たかつき

杯
の多量の土器のほか、管

くだ

玉
たま

製作に関わる緑
りょく

色
しょく

凝
ぎょう

灰
かい

岩
がん

製の石
せきかく

核、未
みせいひん

成品、赤
あか

玉
だま

石
いし

製の未成品、製作
工具の砥

といし

石、台
だいいし

石が出土しました。集落で管玉の

製作が行われていたと考えられます。
　山崎遺跡は、丘江遺跡の北縁から南北400ｍに
広がっています。2014年から実施した発掘調査で、
県道11号周辺の微高地に溝で区画され、鎌倉～室
町時代の建物・井戸など多くの遺構が見つかり、
大規模な集落を形成していたことが明らかになり
ました。
　2024年度の第５次調査は、集落域の南縁に位置
する市道範囲を調査しました。遺構は、掘

ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

２棟、井戸12基、階段状の石組などが見つか
りました。階段状の石組は湿地状の低地に降りら
れるよう配置されていて、礫

れき

石
せき

のひとつは側面に
梵字が刻まれた五輪塔の地輪が転用されていまし
た。
　遺物は、土

は じ し つ

師質土
ど き

器、珠洲焼、青
せいじ

磁、青
せい

花
か

など
土器・陶磁器、茶

ちゃ

臼
うす

・砥石、曲
まげもの

物・下駄・箸・漆
器などの木製品が出土しています。�（飯坂盛泰）

丘
おか
江
え
遺跡・山

やまざき
崎遺跡　

柏崎平野で営まれた弥生時代後期と中世の集落
所在地：柏崎市田

た
塚
つか

2024年度
発掘調査
遺跡の紹介１

丘江遺跡　安土桃山時代の水田区画 山崎遺跡　階段状の石組

丘江遺跡　弥生時代後期の建物群
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　堂
どう

古
こ

遺跡と二
に

反
たんわり

割遺跡は、高
た か だ

田平
へ い や

野の東部、
保
ほくらがわ

倉川の支流の一つである飯
いいだがわ

田川の中流域にあり
ます。国道253号上

じょうえつさんわどうろ

越三和道路の建設に伴い、い
ずれも複数年に渡って調査が実施されています。
今年度の調査は水路工事範囲が対象のため、幅が
狭く、細長い範囲を調査しました。そのため、過
去の調査結果も含めて述べたいと思います。
　堂古遺跡は飯田川の左岸、標高14ｍ前後の自然
堤防上にあります。鎌倉時代～室町時代（13～15
世紀）が主体の集落遺跡で、大きく２時期（13世
紀と14・15世紀）の集落配置がみられます。中
世の遺構は、井戸９基、土

どこ う

坑８基、溝４条、掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

の柱
はしらあな

穴18基が見つかりました。遺跡の
西側には大溝があり、遺跡の成立時期から存在
した区画溝と考えられています。その延長方向
で、同様の規模の溝を今回も見つけました。また
両脇の土層を観察すると、もともと自然流路があ
り、その落ち込みを溝として利用した可能性があ
ります。見つかった中世の遺物は少なく、青

せいじ

磁の
椀、珠

す ず

洲焼
やき

の甕
かめ

・壺
つぼ

・片
かたくちばち

口鉢、土
は じ し つ

師質土器の皿、
刀
とうす

子、鉄
てっさい

滓などがあります。
　二反割遺跡は飯田川の右岸、標高14.5ｍ前後の
自然堤防上にあります。堂古遺跡とは飯田川を挟
んで300ｍ程離れています。平安時代末～鎌倉時
代初頭の短期間に営まれた集落遺跡で、12世紀前
葉～中葉、12世紀後葉、12世紀末以降と３時期の
変遷が想定されています。今回は北側調査区と南
側調査区を合わせて、掘立柱建物３棟（１棟は過

年度の拡張）、土坑15基、井戸４基、溝９条、柱穴
66基などが見つかりました。また2011年の調査時
の掘立柱建物（SB121）が南北４間（11.2m）×東
西４間（7.6ｍ）の総

そうばしら

柱建
たてもの

物とわかり、二反割遺跡
内では最大面積の建物であることもわかりました。
見つかった中世の遺物は非常に少なく、土師質土
器の皿、珠洲焼の甕・壺、鉄滓などがあります。
　二反割遺跡が営まれた12世紀は、貴族社会から
武家社会へ大きく変革する時期にあたります。大
溝での区画内に掘立柱建物が計画的に配置され、
また大規模な建物も存在するなど、領主層などの
有力者が関わった遺跡と考えられます。堂古遺跡
は二反割遺跡以後の13～15世紀の集落遺跡です。
大溝で区画された範囲に遺構が集中する状況は、
武士の館のような様相が想定されます。このよう
に遺跡の各様相を把握することで、飯田川中流域
における中世前期の歴史的背景が明確になるもの
と思われます。� （石川智紀）

2024年度
発掘調査
遺跡の紹介２

堂古遺跡・二反割遺跡
中世前期の集落
所在地：上越市米

よねおか
岡・三

さんわ
和区岡

おか
木
ぎ

堂古遺跡　大溝の完掘状況（北西から） 二反割遺跡　掘立柱建物の検出状況（北西から）

二反割遺跡全景と堂古遺跡（北東から）
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堂古遺跡→

二反割遺跡→
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　六日町藤塚遺跡は国道17号六日町バイパスと国
道253号八

はっかとうげ

箇峠道路の工事に先立ち、2024年度ま
でに10次にわたり発掘調査を実施してきました。
現在埋蔵文化財センターにおいて、第４～６次調
査の成果について報告書を作成中です。
　遺跡ではまず、飛鳥時代を中心に奈良時代まで
（７世紀後半～８世紀初頭）の遺構を調査しまし
た。掘

ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

や土
ど こ う

坑・溝
みぞ

を検出し、土
は じ き

師器・
黒
こく

色
しょく

土
ど

器
き

・須
す え き

恵器のほか金属製品、砥
と い し

石や
紡
ぼうすいしゃ

錘車などの石製品が出土しました。土器は地元
で作られたもののほか、胎

たいど

土が地元産に比べて赤
く、細かい砂を含む関東系のものが一定量ありま
す。掘立柱建物の柱

はしら

穴
あな

から出土するので、居住者
が関東地方とつながりをもっていたことが伺われ
ます。
　飛鳥時代・奈良時代の遺構面を除去すると、下
から６世紀前半から半ばの古墳時代の土

ど

器
き

集
しゅう

積
せき

遺
い

構
こう

が見つかりました。最大規模のSX870では
土師器・黒色土器・須恵器とともに臼

うす

玉
だま

や子
こ も ち

持
勾
まがたま

玉、鉄
てつ

鏃
ぞく

などが集積されていました。整理作業
では現地の測量成果や出土状況写真、土器の接合
関係を整理しながら、当時の集積状況を検討して
います。
　土師器甕

かめ

は煮炊きの道具ですが、SX870出土の
甕にはススやコゲなど煮炊きに伴う痕跡があるも
のは少ないです。逆に食器である杯

つき

に被熱痕跡が
あります。また、土器のなかから臼玉が出土し
ている例もあるので、日常使いとは異なる状況
（祭

さい し

祀行為など）にあったと推定されます。これ
に対してSX2703の甕の多くには煮炊きの痕跡が
あり、杯には被熱がありません。出土位置と遺物
の状態の関係から場のあり方を探っていきます。
� （土橋由理子）

六
むいかまち
日町藤

ふじづか
塚遺跡の整理作業

所在地：南魚沼市余
よかわ
川

2024年度
整理作業
から

飛鳥時代～古代の遺構の整理 古墳時代の土器集積遺構の整理

飛鳥時代～古代の遺構（北から） 古墳時代の土器集積遺構（南西から）
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埋文
インフォ
メーション

2025年度企画展１

金
きんぱくつき

箔付木
もくせい

製塔
と う ば

婆と渡
と ら い

来銭
せん

－中世柏崎の生活と信仰－
4月19日㈯から開催

　国道８号柏崎バイパスの発掘調査が終盤を迎え
ています。一連の調査で中世遺跡の調査が多く行
われています。丘

おか

江
え

遺跡、東
ひがしはらまち

原町遺跡、下
しもおき

沖北
きた

遺
跡等を集落、信仰、水田等テーマごとに展示予定
です。
　また、柏崎市教育委員会が調査した柏

かしわざきまち

崎町遺跡、
馬
ばん ば

場・天
てんじん

神腰
ごし

遺跡などの展示も予定しています。
丘江遺跡の金箔付木製塔婆（全国２例目）は春・
秋２回実物を展示予定です。

■2024年度のキッズ考古学教室

　小学４年生～６年生の計12名が参加し、全３回
の活動を通して、本物の縄文土器に触れ、土器作
り、アンギン編み体験などを行い、また発掘現場
へ赴き、縄文時代を体験し、理解を深めました。

◆ 会　　期：‌�2025年４月19日㈯～11月24日（月・
振）

◆ 時　　間：９：00～17：00
◆ 会　　場：新潟県埋蔵文化財センター
◆ 観覧無料：関連講演会も予定しております。
　　　　　　 会期中 一部展示替えがあります。
　　　　　　 最新情報はＨＰでご確認ください。

■2025年度　キッズ考古学教室について

　2025年度の考古学教室も充実した活動となるよ
う計画中です。第２回では、火焔土器が出土した
長岡市馬

うま

高
たか

遺跡を訪ね、観察や体験を通して、縄
文時代や考古学への理解を深める予定です。
地域や学年の違う仲間たちと一緒に、考古学の世
界を楽しみましょう！   

※2025年度は各回（各定員16名）募集します。
◆ 日　　程：第１回　７月６日㈰　9：30～15：00
　　　　　　 　「縄文時代はどんな時代？」
　　　　　　 第２回　８月６日㈬　9：00～16：45
　　　　　　　 「遺跡に行こう！」
　　　　　　 第３回  ９月28日㈰　9：30～15：00
　　　　　　 　「縄文人の技を体験しよう！」
◆ 申込期間：（第１回）５月７日㈬～６月27日㈮
◆ 申込方法：‌�氏名・学年・住所・電話番号を添

えて当センターまでお申し込みく
ださい。

　　 メール　niigata@maibun.net
　　 電　話　0250-25-3981　
　　 ＦＡＸ　0250-25-3986　

キッズ考古学教室
－2025年度の開催と募集について－

第１回 
ミニ土器作り

第３回 
アンギン編み体験

第２回 
石器作り体験
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埋文
コラム

地元で守る文化財！

長岡市「順動丸シャフト」保存処理の試み

　長岡市では、2023年度に市指定文化財「順
じゅんどう

動丸
まる

シャフト」の保存処理を行いました。順動丸は江
戸幕府が所有していた外

がいりんしき

輪式蒸
じょうき

気船
せん

で、徳川家茂
や勝
かつかいしゅう

海舟、坂
さかもと

本 龍
りょう

馬
ま

、長岡藩第12代藩主・牧
まき

野
の

忠
ただ

訓
くに

や河
かわ

井
い

継
つぎ

之
の

助
すけ

など幕府関係者の航行に活躍し
ました。戊

ぼし ん

辰戦争下では会
あい づ

津藩が船体を借り上
げ、各地の戦場に武器や兵士を輸送していました
が、慶

けいおう

応４（1868）年５月、寺
てらどまり

泊沖に停泊してい
たところを新政府軍の軍艦に見つかり、砲撃を受
けて座

ざしょう

礁。船員は船体を敵に奪われるのを恐れて
座礁した順動丸を爆破しました。船は翌年解体さ
れ、シャフト１対（外輪の車軸：１本の長さ4.3ｍ、
重さ約４トン）だけが寺泊で保存されてきました。
　通常、金属製文化財の保存処理は専門機関に作
業を委託することが多いのですが、今回は地元長
岡で継続的にシャフトの保存処理ができるよう
に、保存処理の専門家である東北芸術工科大学の
伊
い

藤
とう

幸
こう

司
じ

教授からの指導・提案を受けて、二つの
思い切った試みを行いました。
　まず一つ目は、保存処理作業場を地元に作った
ことです。市内の倉庫に保存処理槽を作り、伊藤
教授の指導の下、市職員と地元住民とで保存処理
作業に当たりました。日々の水温管理や濃度測定
など、初めての作業に最初は戸惑いましたが、ゴー
ルに向かっていく過程を自分たちで実感できたこ
とは、大変貴重な体験となりました。また、諸作
業を通じて毎日保存処理対象の文化財を観察する
ことにもなり、シャフトの構造的な特徴について
今まで以上に理解できたのも収穫でした。
　二つ目の試みは、人や自然に優しく安全な糖類
（トレハロース）を用いた保存処理法を採用した

ことです。一般的に金属製品の保存処理では合成
樹脂や有機溶剤を用いますが、人体に有害なため
使用方法や管理に専門的な知識が求められます。
トレハロースを使うことで、終始換気することな
く、専用のマスクも付けず作業を進められたこと
は作業効率の面でも大きなメリットでした。
　この事業ではふるさと納税型クラウドファン
ディング（ＧＣＦ）も利用しており、それらも功
を奏したのか、作業開始から最終の現地一般公開
まで、皆さんからの注目度はこれまでになく高
かったように感じます。保存処理をきっかけに地
元住民の順動丸シャフトへの理解は深まり、多く
の関心が寄せられました。
　今後も引き続きシャフトを未来へ守り伝えるた
めの活動を続けていきます。保存処理を終えて新
しいスタートラインに立った順動丸シャフトの展
示活用について、地元住民と共に考えていきたい
と思います。�（長岡市教育委員会　加藤由美子）

←保存処理のダイジェスト動画を
� ご覧いただけます。

高温ドライヤーを使って仕上げ作業
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